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Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
と
、
内
閣
府
経
済
社
会
総
合
研

究
所
、
経
済
産
業
研
究
所
の
三
研
究
所
は
三
月

五
日
、
都
内
で
「
経
済
に
お
け
る
女
性
の
活
躍

に
関
す
る
共
同
セ
ミ
ナ
ー
」
を
共
同
開
催
し
た
。

　
「
日
本
再
興
戦
略
」（
平
成
二
五
年
六
月
一
四

日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
女
性
の
活
躍
推
進

が
成
長
戦
略
の
柱
と
さ
れ
る
な
ど
、
経
済
に
お

け
る
女
性
の
活
躍
へ
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る

な
か
、
各
研
究
所
の
最
近
の
研
究
成
果
を
報
告

し
、
有
識
者
を
交
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
開
催
し
た
。

　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

最
初
に
報
告
に
立
っ
た

周
燕
飛
（
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
副

主
任
研
究
員
）
は
、「
育
児

期
女
性
の
職
業
中
断
」
を

テ
ー
マ
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ

子
育
て
世
帯
全
国
調
査
二

○
一
二
の
調
査
結
果
を
紹

介
し
た
。

　

育
児
期
女
性
の
職
業
中

断
に
つ
い
て
は
、
低
学
歴

層
だ
け
で
な
く
高
学
歴
層

に
も
広
が
り
、
他
国
に
み

ら
れ
な
い
「
新
規
学
卒
一

括
採
用
慣
行
」
が
強
い
こ

と
か
ら
、
こ
の
時
期
の
職

業
中
断
が
、
労
働
条
件
の

良
い「
第
一
次
労
働
市
場
」

か
ら
の
離
脱
と
賃
金
の
大

幅
な
低
下
を
も
た
ら
す
。

　

一
方
、
働
く
女
性
の
意

識
に
目
を
向
け
る
と
、
約

六
割
の
子
育
て
女
性
は
、
出
産
後
も
仕
事
を
続

け
る
こ
と
に
「
賛
成
」
ま
た
は
「
ま
あ
賛
成
」

と
回
答
す
る
も
の
の
、
そ
れ
が
実
現
し
て
い
る

の
は
三
人
に
一
人
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
、
現
実
と
理
想
に
は
格
差
が
存
在
し

て
い
る
。

　

両
立
困
難
の
背
景
に
は
、
男
女
役
割
分
業
に

関
す
る
強
い
慣
習
や
専
業
主
婦
の
妻
を
持
つ
男

性
を
モ
デ
ル
と
す
る
日
本
的
雇
用
慣
行
な
ど
が

あ
り
、
女
性
が
仕
事
も
家
庭
も
持
ち
続
け
る
に

は
、「
男
性
よ
り
も
重
い
家
庭
責
任
を
前
提
と
し

た
職
業
・
職
種
の
選
択
や
、
職
業
中
断
と
そ
の

影
響
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

今
後
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
大
収
斂
時
代
に
備
え
、
共

働
き
モ
デ
ル
を
前
提
と
し
た
人
生
設
計
が
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
う
社
会
基
盤
の

整
備
が
求
め
ら
れ
る
」
と
報
告
し
た
。

　

続
け
て
、
児
玉
直
美
氏
（
経
済
産
業
研
究
所

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
／
一
橋
大
学
経

済
研
究
所
准
教
授
）は
、Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
の
効
果
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
結
果

を
報
告
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
潜
在
成
長
率
の
推
移
を
国

際
比
較
で
み
る
と
、
日
本
は
二
○
○
○
年
代
か

ら
就
業
者
数
が
減
少
し
て
い
る
。
加
え
て
、
一

人
当
た
り
の
賃
金
も
減
少
し
、
と
く
に
若
い
世

代
で
は
そ
の
傾
向
が
顕
著
に
な
り
、
男
性
の
片

働
き
で
は
家
計
が
維
持
で
き
な
い
現
実
が
あ
る
。

　

こ
れ
は
家
計
か
ら
の
要
請
で
あ
る
も
の
の
、

企
業
の
側
か
ら
み
て
も
、
労
働
力
人
口
が
減
少

す
る
な
か
、
優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
と
き
、

男
性
と
い
う
人
口
の
半
分
の
プ
ー
ル
か
ら
選
ぶ

よ
り
、
女
性
を
含
め
た
広
い
人
材
プ
ー
ル
か
ら

人
を
雇
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
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女
性
就
業
の
「
量
」
と
「
質
」
の
拡
大
は
、

社
会
的
に
も
、
企
業
に
お
い
て
も
、
家
計
に
お

い
て
も
必
然
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
女
性
の

側
か
ら
み
る
と
、
い
か
に
社
会
や
企
業
の
役
に

立
ち
な
が
ら
稼
ぐ
か
、
企
業
か
ら
み
る
と
、
い

か
に
女
性
を
上
手
く
使
っ
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
あ
げ
る
仕
組
み
を
つ
く
る
か
が
カ
ギ
と
な
る
。

　

ま
た
、
本
来
、
女
性
比
率
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
は
相
関
に
は
な
い
。
女
性
比
率
と
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
正
の
相
関
が
出
る
の
は
、
労
働
市
場

が
新
し
い
均
衡
へ
移
行
す
る
過
渡
期
に
あ
る
た

め
、
利
得
を
獲
得
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い

う
。

　

こ
う
し
た
研
究
結
果
か
ら
得
ら
れ
た
こ
と
と

し
て
、
①
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
や
女
性
活
用
は
、

あ
る
条
件
の
も
と
で
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
あ

げ
る
可
能
性
が
あ
る
②
女
性
を
活
用
し
て
い
る

企
業
は
、
企
業
が
労
働
者
の
全
人
生
を
請
け
負

わ
ず
、
労
働
者
も
全
人
生
を
会
社
に
捧
げ
な
い

の
が
特
徴
で
、
そ
の
よ
う
な
企
業
で
は
一
般
的

に
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
も
積
極
的

③
取
締
役
会
メ
ン
バ
ー
の
性
別
、
年
齢
、
学
歴

な
ど
多
様
性
を
大
き
く
す
る
こ
と
が
変
革
へ
の

足
掛
か
り
に
な
る
―
―
な
ど
と
指
摘
。
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
は
、
企
業
が
多
様
な
人
材
、
多
様

な
価
値
観
を
受
け
入
れ
、
柔
軟
で
あ
る
代
理
指

標
に
な
る
―
―
と
ま
と
め
た
。

　

最
後
に
麻
田
千
穂
子
氏
（
内
閣
府
経
済
社
会

総
合
研
究
所
総
括
政
策
研
究
官
）
が
、「
夫
婦
の

出
生
力
の
低
下
要
因
に
関
す
る
分
析
―
―
『
少

子
化
と
夫
婦
の
生
活
環
境
に
関
す
る
意
識
調

査
』
の
個
票
を
用
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
報
告
し

た
。

　

少
子
化
の
要
因
と
し
て
は
、
未
婚
化
と
夫
婦

の
出
生
児
数
の
減
少
が
あ
げ
ら
れ
、
出
生
児
数

の
減
少
に
つ
い
て
は
、
夫
婦
の
生
活
環
境
、
意

識
、
価
値
観
な
ど
が
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　

わ
が
国
で
は
、
三
世
代
同
居
が
増
え
な
い
な

か
、
夫
の
家
事
・
育
児
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
な

が
ら
、
も
っ
ぱ
ら
妻
が
育
児
・
家
事
を
担
う
の

が
一
般
的
。
こ
う
し
た
役
割
分
担
が
続
く
な
か
、

限
界
が
感
じ
ら
れ
る
と
、
子
ど
も
を
増
や
さ
な

い
選
択
が
な
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
既
婚
男
女
に
対
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
調
査
の
個
票
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
理
想

に
基
づ
く
出
生
意
欲
と
現
実
的
出
生
意
欲
を
比

較
し
、
そ
の
違
い
に
夫
の
育
児
参
加
が
関
係
し

て
い
る
か
検
討
を
加
え
た
。
さ
ら
に
、
夫
婦
の

伴
侶
性
が
追
加
出
産
意
向
に
及
ぼ
す
影
響
、
世

代
間
関
係
と
子
世
代
の
出
生
数
の
関
係
に
つ
い

て
も
分
析
を
加
え
た
。

　

そ
の
結
果
、
①
夫
の
育
児
参
加
、
夫
婦
の
情

緒
的
サ
ポ
ー
ト
、
伴
侶
性
は
夫
婦
の
出
生
意
欲

を
高
め
、
こ
れ
ら
を
可
能
と
す
る
生
活
環
境
と

し
て
、
男
女
双
方
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
が
重
要
②
社
会
全
体
の
出
生
力
を
回
復
す

る
に
は
、
親
の
支
援
に
頼
ら
な
く
て
も
、
子
ど

も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
社
会
的
支
援
が
重
要
―

―
だ
と
し
た
う
え
で
、
③
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
と
子
育
て
の
社
会
的
支
援
は
、
女
性

活
躍
の
前
提
で
あ
り
、
少
子
化
克
服
と
女
性
活

躍
の
同
時
達
成
の
た
め
に
は
、
こ
の
二
つ
が
重

要
―
―
と
報
告
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

続
け
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

「
少
子
化
を
克
服
し
つ
つ
経
済
に
お
け
る
女
性

の
活
躍
を
進
め
る
た
め
、
働
き
方
と
性
別
役
割

分
業
の
見
直
し
を
ど
う
進
め
る
か
」
に
つ
い
て

議
論
を
深
め
た
。

　

第
一
テ
ー
マ
（「
経
営
と
女
性
」）
で
は
、
樋

口
美
雄
氏
（
慶
応
義
塾
大
学
商
学
部
教
授
）
が
、

「
女
性
活
躍
推
進
の
経
済
効
果
」
と
題
し
て
報

告
し
た
。「
女
性
活
用
が
企
業
に
と
っ
て
コ
ス

ト
か
投
資
か
に
つ
い
て
は
、
コ
ス
ト
に
終
わ
る

な
ら
、
社
会
政
策
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

一
方
、
将
来
的
に
収
益
に
つ
な
が
る
な
ら
、
産

業
政
策
、
経
済
政
策
と
し
て
位
置
づ
け
る
必
要

が
あ
る
」
と
し
た
。

　

企
業
の
女
性
活
用
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
女
性
活
用
だ
け

で
、
人
材
活
用
方
法
な
ど
他
の
働
き
方
を
変
え

な
い
と
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
改
善
に
は
つ
な

が
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
女
性
活
用
を
通
じ
て
、

色
々
な
働
き
方
、
人
材
の
活
用
、
育
成
の
あ
り

方
に
変
更
を
加
え
な
い
と
、
女
性
活
用
は
投
資

に
な
ら
な
い
。

　

正
社
員
女
性
比
率
が
高
い
企
業
で
は
利
益
率

が
高
い
傾
向
に
あ
る
が
、
働
き
方
、
例
え
ば
、

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
、短
時
間
勤
務
、ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
専
任
部
署
が
設
け
ら
れ

て
い
る
企
業
で
は
、
そ
の
効
果
が
顕
著
に
あ
ら

わ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
説
明
を
し
た
う
え
で
、「
女
性
活
用

は
、
三
年
か
ら
五
年
後
に
は
企
業
の
生
産
性
を

引
き
上
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
働
き
方
の
柔

軟
性
の
拡
大
、
男
女
間
の
格
差
縮
小
、
上
司
の

意
識
改
革
、非
財
務
情
報
の
開
示
な
ど
が
重
要
」

と
指
摘
し
た
。

　

第
二
テ
ー
マ
（「
出
産
育
児
期
の
就
業
」）
は
、

武
石
恵
美
子
氏
（
法
政
大
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
学
部
教
授
）
が
報
告
し
た
。

　

武
石
氏
は
、
両
立
支
援
は
こ
の
一
○
年
で
か

な
り
進
ん
だ
が
、
女
性
の
活
躍
面
で
は
課
題
が
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残
る
と
述
べ
た
う
え
で
、
①
大
企
業
の
正
社
員

女
性
の
継
続
就
業
は
か
な
り
進
ん
で
い
る
も
の

の
、
非
正
規
、
中
小
で
は
遅
れ
て
い
る
こ
と
②

近
年
、
両
立
支
援
策
の
利
用
者
が
増
え
る
に
つ

れ
、
制
度
利
用
が
長
期
化
し
、
キ
ャ
リ
ア
の
あ

り
方
が
問
題
と
な
る
こ
と
―
―
の
二
点
に
つ
い

て
言
及
し
た
。

　

一
つ
目
の
規
模
間
格
差
、
就
業
形
態
間
の
格

差
解
消
に
向
け
て
は
、
育
児
休
業
な
ど
仕
事
と

子
育
て
の
両
立
支
援
策
の
導
入
、
有
期
雇
用
へ

の
周
知
を
含
め
た
円
滑
な
制
度
運
用
を
引
き
続

き
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
、
と
く
に
制
度
を
利

用
し
や
す
い
環
境
整
備
が
カ
ギ
を
握
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
両
立
支
援
策
利
用
者
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
に
つ
い
て
は
、
両
立
支
援
策
の
充
実

と
併
せ
て
、
働
き
方
の
改
革
を
進
め
る
こ
と
で
、

両
立
支
援
策
に
過
度
に
依
存
せ
ず
に
両
立
で
き

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
、
制
度
利
用
者
が
特
殊

な
働
き
方
に
な
ら
ず
、「
あ
の
人
、
ち
ょ
っ
と
違

う
」
程
度
に
す
る
こ
と
が
重
要
と
指
摘
す
る
。

併
せ
て
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
や
在
宅
勤
務

な
ど
、
働
き
方
の
選
択
肢
を
増
や
し
、
キ
ャ
リ

ア
ロ
ス
を
で
き
だ
け
小
さ
く
す
る
働
き
方
の
実

現
、
両
立
支
援
策
利
用
者
に
過
度
な
配
慮
を
す

る
の
で
は
な
く
、
会
社
と
制
度
利
用
者
が
き
ち

ん
と
話
し
合
い
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
促
し
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
と
し

た
。

　

第
三
テ
ー
マ
（「
男
性
を
含
め
た
働
き
方
の

見
直
し
」」
に
つ
い
て
は
、
濱
口
桂
一
郎
（
Ｊ

Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
統
括
研
究
員
）
が
報
告
し
た
。

　

同
氏
に
よ
る
と
、
日
本
的
な
雇
用
シ
ス
テ
ム

に
お
い
て
は
、男
性
正
社
員
は
ワ
ー
ク
無
限
低
・

ラ
イ
フ
限
定
が
デ
フ
ォ
ル
ト
ル
ー
ル
だ
。
こ
れ

を
前
提
に
、
女
性
が
ど
の
よ
う
に
働
く
か
は
、

ず
っ
と
続
い
て
き
た
話
で
も
あ
る
と
い
う
。

　

育
児
休
業
を
と
っ
て
い
る
間
は
問
題
が
生
じ

な
い
が
、
短
時
間
勤
務
の
後
、
待
ち
構
え
る
の

は
フ
ル
タ
イ
ム
、
オ
ー
バ
ー
タ
イ
ム
の
日
々
だ
。

こ
の
一
○
年
程
、
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を
高

め
る
こ
と
が
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に

資
す
る
と
い
う
議
論
が
続
い
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
、
労
働
基
準
法
が
労
働
時
間
を
規

制
し
て
い
る
こ
と
が
第
一
次
的
な
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
は
ず
で
、
毎
日
の
労
働
時

間
の
確
実
性
が
確
保
さ
れ
た
上
で
、
そ
れ
で
も

足
り
な
い
か
ら
、
短
時
間
勤
務
な
ど
を
導
入
す

る
、
こ
れ
が
第
二
次
な
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
で
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
だ
。

　

日
本
型
雇
用
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
と
き
、
雇

用
保
障
に
つ
い
て
は
、
あ
る
種
の
リ
ジ
ッ
ド
が

あ
る
一
方
、
極
限
な
ま
で
に
労
働
時
間
、
仕
事

の
中
身
の
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
が
高
ま
り
、

そ
れ
が
家
庭
責
任
を
負
っ
て
い
る
女
性
が
働
く

こ
と
を
難
し
く
し
て
き
た
と
捉
え
な
い
と
議
論

は
い
い
方
向
に
進
ま
な
い
。

　

女
性
問
題
は
男
性
問
題
そ
の
も
の
、
男
性
の

働
き
方
を
ど
う
す
る
か
を
抜
き
に
、
女
性
の
働

き
方
の
議
論
は
深
ま
ら
な
い
。
今
の
社
会
の
文

脈
で
の
女
性
の
活
躍
は
、
伝
統
的
な
男
性
概
念

を
引
き
ず
り
、も
っ
と
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
、ス
ー

パ
ー
ウ
ー
マ
ン
的
な
活
躍
と
な
る
。
そ
う
で
な

い
活
躍
モ
デ
ル
を
考
え
た
方
が
い
い
の
で
は
な

い
か
と
の
見
方
を
示
し
た
。

総
括
コ
メ
ン
ト

　

最
後
に
、
清
家
篤
氏
（
内
閣
府
経
済
社
会
総

合
研
究
所
名
誉
所
長
／
慶
応
義
塾
長
）
が
総
括

コ
メ
ン
ト
を
述
べ
た
。

　

日
本
経
済
が
「
失
わ
れ
た
一
○
年
」
に
お
い

て
、
も
っ
と
も
失
っ
た
も
の
は
人
口
だ
。
出
生

率
低
下
の
原
因
は
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
女

性
の
機
会
費
用
の
増
大
に
あ
る
。
こ
の
機
会
費

用
を
い
か
に
下
げ
る
か
が
、
人
口
政
策
を
考
え

る
う
え
で
も
、
女
性
の
就
労
促
進
に
と
っ
て
も

重
要
と
な
る
。

　

報
告
で
も
指
摘
が
あ
っ
た
が
、
共
働
き
モ
デ

ル
を
確
立
す
る
こ
と
が
、
賃
金
の
動
き
か
ら
も

必
要
と
な
り
、
共
働
き
モ
デ
ル
で
従
前
の
世
帯

収
入
を
確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
賃
金
が
下
が
っ
て
い
い
わ
け
で
は
な
い
。

男
女
と
も
あ
が
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
時
間
当
た
り
の
付
加
価
値
生
産
性

を
高
め
る
こ
と
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　

そ
の
点
で
、
女
性
が
働
き
続
け
る
こ
と
は
、

女
性
の
能
力
が
ど
う
高
ま
っ
て
い
く
か
が
カ
ギ

を
握
る
。
日
本
的
雇
用
制
度
を
め
ぐ
っ
て
は
、

変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
り
、
こ
ら
か
ら
も
残
し

て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
企
業
が
職
場
に
お
い
て

従
業
員
を
手
塩
に
か
け
て
育
て
る
こ
と
だ
。
と

く
に
、
能
力
を
ま
だ
十
分
に
身
に
つ
け
て
い
な

い
人
、
こ
れ
か
ら
能
力
を
身
に
つ
け
る
人
は
、

あ
る
程
度
の
期
間
、
雇
用
が
安
定
し
、
能
力
を

身
に
つ
け
る
ま
で
、
コ
ス
ト
を
回
収
す
る
期
間

ま
で
は
、
雇
用
が
安
定
的
に
推
移
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

同
氏
は
最
後
に
、
雇
用
が
流
動
化
す
る
こ
と

に
よ
り
女
性
の
就
労
が
活
性
化
し
、
女
性
も
男

性
も
子
育
て
し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
安
定
的

な
雇
用
の
場
に
お
い
て
能
力
を
形
成
し
発
揮
し

続
け
る
よ
う
な
職
場
、
ま
た
、
雇
用
の
安
定
性

と
両
立
す
る
女
性
の
活
躍
の
場
の
拡
大
が
必
要

と
の
考
え
を
示
し
た
。�

（
調
査
・
解
析
部
）




